
事務所所在地 〒097-0101 利尻郡利尻富士町鴛泊字栄町195-1
電話・FAX 0163-82-1529

利尻森林事務所は、利尻富士町及び利尻町にある約１３千ｈａの国有林を
管理する利尻島唯一の森林事務所です。

町別・区分別森林面積（国有林）
単位 面積：ha

森 林 区 分

町 名 合 計 計 人工林 天然林 無立木地等

利 尻 町 5,542 3,952 629 3,323 1,590

利尻富士町 7,026 4,652 661 3,991 2,374

合 計 12,568 8,604 1,290 7,314 3,964

面積は、第四次地域管理経営計画書（宗谷森林計画区）による。

単位 面積：ha

山地災害防止 山地災害防止 水源かん養 自然維持 森林空間利用
町 名 （土砂流出崩壊防備） (気象害防備）

利 尻 町 30 2,255 924 1,934 399

利尻富士町 452 1,216 1,847 2,713 798



利尻森林事務所における森林づくりへの取り組み

豊かな森林は植物や動物を育むだけでなく、私たち人間にさまざまな恵み
や安心・安全をもたらしてくれます。
宗谷森林管理署利尻森林事務所では、利尻島の森林が持つ働きを最大限に

発揮するために、森林資源の保全や整備を行っています。

＜利尻の豊かな水を育む＞

森林が健全に育っていると、降っ
た雨は地表を流れず地中に浸透し、
長い時間をかけてゆっくりと流出す
ることで洪水を緩和するだけでな
く、河川や地下水の流量を安定させ
る働きがあります。森林が「緑のダ
ム」と言われるのは、この働きのた
めです。
また、降った雨がゆっくり地中に

浸透していく過程できれいに濾過さ
れミネラルを含んだ安全でおいしい
水に生まれ変わります。
利尻山３合目にある「甘露泉水」

は、昭和６０年３月最北の名水とし
て「名水百選」に選ばれています。 甘露泉水（利尻富士町：利尻山３合目）

＜生活を守る～地域防災への取り組み＞

森林には、川の水量を調整し、ま
た斜面を安定させ土砂流出や崩壊を
防止する働きがありますが、森林が
十分に育っていない・土壌がもろい
等の条件が重なれば、森林が持つ機
能を十分には発揮出来ません。
利尻山は比較的若い火山のため土

壌がもろく、また急峻な地形でもあ
るために山腹崩壊地や浸食が激し
く、度々下流域に被害を及ぼしてい
ます。そのため、森林の機能回復や
増進のために、植林や治山施設の設
置を行い、災害の軽減・未然防止に
努めています。

低ダム工法（利尻町：大空沢）



＜森を育てる～森林づくりへの協力＞

「森は海の恋人」という言葉があ
るように、豊かな森林は海を潤し、
そして豊富な海産物を育てることに
なります。
利尻島は漁業の盛んな島であり海

産物の宝庫。特に利尻昆布・雲丹は
高級食材品として全国に知られてい
ます。
利尻島の森を育てることは、豊か

な利尻島の海を育てること。そのよ
うな思いから利尻漁業協同組合の女
性部の方々は、豊かな森を育てる「お
魚を殖やす植樹活動」を行っていま
す。
宗谷森林管理署では、この活動に 天然昆布（利尻町：沓形）

協力するために国有林を提供し、技
術指導等を通じ共同で森林づくりを
進めています。
その中でも利尻漁協鬼脇支所女性

部の植樹活動は、平成元年から始ま
り今年で２５回目を数えることにな
りました。

植樹活動（利尻富士町：鬼脇）

＜リフレッシュする～レクリエーションの森＞

森林のきれいな景観を楽しんだ
り、森林の中を歩いたりすることは
心身を癒してくれるだけでなく、文
化を育んだりもしてくれます。
林野庁では日本国内の豊かな森林

を「レクリエーションの森」として
選定しています。
利尻島の国有林は昭和５２年に自

然休養林に指定されて以来、野外レ
クリエーションのために活用出来る
よう管理経営を行っています。

詳しい情報はこちらから
→ 利尻島自然休養林 利尻山（利尻富士町：オタトマリ沼）

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/policy/system/rekumori/sizen_kyuuyourin/risiritou/index.html


利尻山登山情報

利尻山は標高１，７２１ｍ、道北では最高峰です。
その姿は天塩や幌延の海岸線からも望むことができ、道北地域の象徴的な

景観の一つとなっています。

サロベツ原野から見た利尻山

山頂付近は高山植物の楽園で、季節になると多くの花々が咲き誇り見事な
お花畑となります。

エゾコザクラ イワヒゲ

エゾツツジ ボタンキンバイ



しかし、近年は日本百名山ブームなどから、ツアー登山客によるコース外
への踏み付け等が増え、高山植物の生息域の侵食や、登山道の崩壊が進むな
ど、急激に荒廃しています。
また、昨年度は登山道を広げるために立木の枝を無断で伐採した事例や、

携帯トイレの不法投棄なども発生し、今後のマナーの悪化が懸念されます。

ツアー客などで込み合う登山道 荒廃した登山道

整備が必要な登山道 無断で伐採された立木の枝

利尻森林事務所では、このような登山道の荒廃やマナーの悪化を抑え、利
尻山の環境が維持されるよう、環境省や役場と連携しながら、土のう袋や鋼
製ふとんカゴを用いた整備やグリーン・サポート・スタッフ（ＧＳＳ）による
パトロールを随時行っています。

登山道の道つけ作業（合同整備） 登山道標識の補修をするＧＳＳ


